
                            
                                                                  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●商品価格等は各担当者にお問い合わせください 

 

１１月、脂ののった北海道のブリが水揚げされましたが、今年の“道産”

は質が良いと評判でした。ブリと言えば富山「氷見ブリ」が有名ですが、

北海道産もここ数年、存在感を増しています。通常であれば寒さが増す１

１月ごろは新潟、富山と漁場が南下する傾向にありますが今年は特に漁期

が長かったようです。 

1２月のさかな 

 ズワイガニ 

コウバコガニ 

ブリ ◎ 

タラ ◎ 

甘エビ ◎ 

ナマコ ◎ 

フグ（ムキフグ） 

カキ 

ヤリイカ 

アンコウ 

 

イクラ 北海道産しょうゆイクラが高値。在庫が少

ないのに加え、今年の道産秋サケの水揚げも少ないた

め。輸入物は漁獲が少ない上、コロナウイルス拡大の

影響で工場が稼働出来ない事も重なり、供給量が少な

いのも影響しています。カズノコも同じく大幅に減

産。原料の供給減に国内の加工コスト上昇で価格に転

嫁せざるを得ない状況か。ズワイガニは出足こそ昨年

並みで推移しましたが、時化が続いたことやＧＯＴＯ

キャンペーンで需要が高まり、価格が急騰していま

す。香箱ガニは比較的順調に入荷しています。例年、

１２月に入るとカニ漁場に集中していた漁も落ち着

き、甘エビなどが平常通り入荷してきますがこちらも

天候次第です。ブリは各産地より入荷見込みです。（石

川、氷見、佐渡）10ｋｇ未満（8ｋｇ～9ｋｇ）がお買

い得です。ナマコも入荷しています。解禁当初は高値

推移です。１２月の中ごろには値段も落ち着いてくる

と思います。能登産は身質が柔らかく酢の物に最適と

言われています。                                                        
  

 

２年ほど前から海水温上昇等の影響で千葉、茨城、首都圏近郊や福島県

など東北の一部漁場で天然活トラフグの水揚げがあります。１１月上旬で

前年同期比３割安の史上最安値キロ２６００円まで下落。２０１８年ごろ

から東京近郊で急に水揚げが増加。そこにコロナウイルス感染拡大の影響

で需要が激減。今後も横ばいの推移の見込みとのこと。 
 


